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骨髄液濃縮処理後に細胞回収率が低いことが判明し、 

残液バッグの再処理により追加輸注を行った事例について 

 

拝啓 日頃より骨髄バンク事業にご理解、ご協力をいただき誠にありがとうございます。 

今般、骨髄液の濃縮処理後に細胞数不足が判明し、残液バッグから再処理のうえ追加輸注

を行った事例が報告されました。 

当該施設からの報告書では要因は不明とのことですが、有用な情報と考えられますので 

情報提供いたします。詳細は移植施設からの報告をご参照ください。 

 

なお、委員会からも「濃縮後の細胞数が出るまで、残液バッグを廃棄せず保存することが

重要」との意見が出されております。下記事例も併せてご参照ください。 

敬 具 

 

※参考事例 「骨髄液凍結の処理過程で幹細胞が十分に回収されず廃液に流出した件について」 

https://www.jmdp.or.jp/medical/notice_f/post_455.html 

https://www.jmdp.or.jp/medical/notice_f/post_461.html （続報） 

 

 

 

＜問い合せ先＞ 

公益財団法人日本骨髄バンク 移植調整部 

TEL ０３-５２８０-４７７１ 

 FAX ０３-５２８０-３８５６ 
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＜以下、施設からの報告＞ 

1. 経 過 

5/○(土)から前処置を開始し、5/○(金)day 0 に移植を行った。患者 A(+)、ドナーO(+)のため、 

採取施設より受領した骨髄液を当日 Spectra Optia を用いて濃縮を行った。処理が夜勤帯に及ぶこと   

が事前に想定されていたため、処理後の骨髄液の細胞数検査は翌日改めて行う方針としていた。  

処理後、骨髄液の輸注は問題なく当日中に終えた。  

翌 5/○(土)day 1 に細胞数検査を行ったところ、CD34 陽性細胞数で回収率 36.4%と、通常よりも 

回収率が低いことが判明した。このため、処理後輸注せずに保管していた残余骨髄液を、遠心により  

血漿除去し、5/○(土)day 1 に追加で輸注を行った。2 回目の輸注も問題なく終えた。   

 

４. 患者さんへの説明 

骨髄液を濃縮処理する過程で、普段より細胞数が減少していたことが翌日の検査で判明したため、 
追加で輸注を行うことを説明して理解を得た。 

以 上 


